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内科領域感染症に対するS-1108の 臨床的検討

小山 優

漿京共済病院内科*

新 しいエ ステ ル型経 ロ セ フェム系抗 生物質 で あ るS-1108の 内 科領 域感 染症 に対す る有用性

を検 討 した。

対象 は呼 吸 器感染症11例 と尿路 感染 症4例 の計15例 て,疾 患 は急性咽 頭炎1例,急 性気管

支 炎7例,慢 性気管支 炎3例,急 性 膀胱 炎3例,慢 性膀胱 炎1例 で あ る。

本 剤 の投 与方 法 は全 例1剛100mgを1日3回 毎食後 に 経 口投与 し,投 与期 間は6～17日

で,総 投与 量 は1500～4800mgで あ った。

臨床 成績 は1呼 吸器感 染症 で著効1例,有 効9例,や や有 効1例,尿 路感 染症で は4例 全て

有効 とな り,全 体 の有効 率 は93.3%で あ った。

細 菌 学 的 検 討 で は,呼 吸 器 感 染症 の5例 か らStaphylococcus aureu 85株,Klebsiella

pneumoniae 1株 の計6株 が分離 され,消 失3株,減 少2株 存続1株 であ った。尿路感染症で

は4例 か らStaphylococcus saprophyticus 1株,Escherichia coli 2株,K.pneumoniae

1株Citrobacter diversus 1株 な ど計7株 が分 離 され,消 失5株,菌 交 代2株 であ った。

副作 用 は1例 も見 られ ず,臨 床検 査値異 常 と してGOT,GPTの 軽度 上昇 が1例 に認め られ

た。
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S-1108は 塩野 義製 薬 研究所 で合 成 され た新 しいエ

ステ ル型 経 口用 セ フ ァロスポ リン系抗生 物質 で,抗 菌

活 性 を有す るS-1006の4位 の カルボ キ シル基 に ビバ

ロイル オキ シメチ ル基 をエ ステ ル結 合 させ る ことによ

り消 化管 か らの 吸収 を高 めたプ ロ ドラ ッグで あ る。 本

剤 は内服 後腸管 か ら吸 収 され,腸 管 壁の エ ステラ ーゼ

によ りエ ステ ル結 合が 加水 分 解 され,活 性 体S-1006

とな り体内 に 分布 す る。S-1006は グラ ム陽性 菌 お よ

び グラム陰性 菌 に対 して広範 囲な抗 菌 スペ ク トルを 有

し,各 種細 菌産 生の β-lactamaseに 対 して 安定 で あ

る1)。

またS-1108は 食後 投与 に よ り用 量相 関性 の あ る良

好 な吸 収 を 示 し,100mg投 与 時 の最 高 血 中濃 度 は

1.08μg/mlを 示 し,血 中 半減 期 は約1時 間 で,投 与

後24時 間の尿 中排泄 率 は約40%で あ る1)。

今回,内 科領 域感 染症 に対す る臨床 的検 討を行 った

の で報告 す る。

症 例 は1990年8月 ～1991年4月 の9ヵ 月 間 に当病

院内 科を受 診 し,治 験 参加 の同意 が得 られ た呼吸 器感

染症11例 と尿路 感染症4例 の合 計15例 で,疾 患 は急

性 咽頭 炎1例,急 性 気 管 支 炎7例,慢 性気管支炎3

例,急 性膀 胱炎3例,慢 性膀胱 炎1例 であ る。性別は

男性3例,女 性12例 で,年 齢 は20～85歳 基礎疾患

お よび合併症 は9例 に認 め られ,糖 尿病5例,胃 炎2

例,脳 梗塞2例,自 律神 経失調症1例 である。感染症

の重症 度 は軽 症～ 中等症 であ る。

S-1108の 投与 方法 は全例1回100mg,1日3回 毎

食後 経 口投 与 で,投 与 期 間 は6～17日,総 投与量は

1500～4800mgで あ った。

効果 判定 は投与前 後の 自他覚症 状,臨 床検査値およ

び細菌学 的成 績か ら著効,有 効,や や有効,無 効の4

段 階で 判定 した。 また,投 与前後 に血算,肝 ・腎機能

検 査等 を出来 る限 り行 い,臨 床 的副作用を含め安全性

を検討 した。

成 績の 概 要 はTable 1に 示す 。臨床 効果は,呼 吸

器感染症 の急性 咽頭 炎1例 は著 効,急 性気管支炎7例

は有効6例 とやや有 効1例,慢 性 気管支炎3例 は全例

有 効で,尿 路 感染症 の急 性膀胱 炎3例 と慢性膀胱炎1

例 は全 例有 効 と な り,全15例 の有 効率 は93.3%で

あ った。
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Table 1. Clinical summary of 15 infected patients treated with S-1108

細 菌 学 的 検 討 で は,呼 吸 器 感 染 症 の5例 か ら

Staphylococcus aureus 5株,Klebsiella pneumoniae

1株 の計6株 が 分 離 さ れ,S.aureus 3株 が 消 失 し,

S.aureus, K.pneumoniae の 混 合 感 染 例 は 減 少 ,

S.aureus 1株 は 存 続 で あ っ た 。 尿 路 感 染 症 で は

4例 か らStaphylococcu8 saprophyticus 1株 ,

Escherichia coli 2株 , K.pneumoniae 1株

Citrobacter diversus 1株 な ど 計7株 が 分 離 さ れ,

E.coli, K.pneumoniae 等5株 は 消 失 し た が,

C.diversus , Staphylococcus sp.の 混 合 感 染 例 は

Enterococcus faecalis に菌 交 代 した 。

自覚的 な副 作 用 は1例 も見 られ な か っ た 。 投 与 前 後

に実 施 した 臨床 検査 成 績 をTable 2に 示 すが,臨 床

検 査 値 の異 常 変動 と してGOT,GPTの 軽 度上 昇 が

1例 に認め られた。

S-1108は 新 しいエ ステ ル型経 口用 セ フ ァ ロスポ リ

ン系抗 生物質 で,内 服後 体内 で加水分 解 され,S-1006

と な って 抗 菌 力 を 発 揮 す る プ ロ ドラ ッ グで あ る。

S-1006は グラ ム陽性 菌 お よ び グラム 陰性 菌の 広範 囲

にわ た り強 い殺 菌 力を示 す。体 内動 態 において は高 い

血 中濃度 と良好 な組 織内 濃度 を保持 す る成 績が得 られ

て いる1)。

今 回 の 内 科 領 域 感 染症15例 に お け る治 療 成 績 で

は,著 効1例,有 効13例,や や 有効1例 とな り,有
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Table 2 . Laboratory findings before and after S-1108 treatment

効率93-3%の 良 い成 績 で あ った。 これ は以 前検 討 し

た同 系抗 生物 質cefteram pivoxilの 有 効率89.5%2)

を超 え る もので あ った。細 菌学的検 討 にお いては9例

よ り13株 が 検 出 され,菌 消 失8株,減 少2株,交 代

2株,不 変1株 とな り,菌 消 失 率76.9%で グ ラム 陽

性 菌 およ び グラム陰性 菌に対 して有 効な 成績が得 られ

た。安 全性 につ いて は,特 別 な副作 用 はな く,臨 床検

査値の 異常 変動 で は1例 でGOT, GPTの 軽 度上 昇 を

見 たの みで,本 剤 は安全 に投 与出来 ると考 え られ る。

以 上 よ り,本 剤 は内科 領域感 染症 に対 して有用な薬

剤 と考 え られ る。
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Clinical study on S-1108 in the field of internal medicine

Masaru Koyarna
Department of Internal Medicine, Tokyo Kyosai Hospital

2-3-8, Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153, Japan

S-1108, a new ester-type oral cephem antibiotic, was administered to 11 patients with

respiratory tract infections (RTI) and 4 with urinary tract infections (UTI) in a dose of

100 mg t. i. d. for 6•`17 days.

Clinical efficacy was excellent in 1 patient with RTI, good in 9 and fair in 1, and good

in all of the patients with UTI. The overall efficacy rate was 93. 3%. Bacteriologically, 13

strains were isolated from 9 patients; 8 strains were eradicated, 2 decreased, 1 persisted

and 2 replaced.

No side effects were observed. Abnormal laboratory findings consisted of slight

elevations of GOT and GPT in only one patient.


